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大 賀 誠
はじめに 血液検査: 血色素赤血球白血球 
右季肋部痛，黄痘を主訴とし，疹痛の性質や黄症 5月15日 60% 361x 104 2800 
の出現状態から臨床的に胆石症をも疑われ，手術後 7月13日 70% 328x 104 9400 
胆道癌が確められた症例について考察を試みる。 肝機能検査: 4月7日BSP27.5，GOT 144，GPT 
症.例 140 u，AI-P 4.81，CCF(ー)， T.T.T. 1.5，ZST 7.8， 
，患者: 40才，男性，腐敗研究所勤務 総ピリノレビン 8.88，直接ビリノレピン 6.84，5月 15日
主訴: 右季肋部痛，黄痘，食欲不振 黄痘指数 85，GOT 72，GPT 25，AI-P 22，血清コ
現病歴: 40年 3月中旬より右前胸部に鈍痛が日 レステ同一ル 400mgjdl， 5 月 31 日黄痘指数 65~
に1四位出現するようになった。下旬に刺す様な痛 GOT 113，GPT 50，AI-P 12，血清コレステロール
みが右上腹部から右季肋部に現われ，右前胸部，右 275 mgjdl，TTT 2，ZTT 6，6月 24日 黄痘指数
肩，右背部，右腕に放散するようになった。疹痛は 84，GOT 106，GPT 24，AI-P 12，TTT 1，ZTT 3， 
食事には無関係で，運動や体動によって誘発し，増 7月 13日 黄痘指数 30，GOT 65，GPT 50，AI-P 
強した。これまで発熱，黄痘，出血傾向，癌庫感， 22，検査成績は上記の通りで，貧血軽度，黄痘は手
粘土様便には気付いたことはない。 4月7日皮膚は 術後一時軽快し，その後次第に増強，肝機能検査に
軽度黄色を帯び，広痛回数は日に 3回位となったの 閉塞性黄痘が考えられる所見である。
で，三輪内科を訪ずれた。 4月 12日明らかに黄症が 考 察
認められ，癌痔感，軽度出血傾向も出現した。 4月 40才の比較的若年者の黄症を主訴とする患者で， 
27日同科に入院し，以後発作的悲痛は消失し，黄痘 臨床的には胆石症を最初に思わす所見を示した。し
は時々軽快したが，食欲不振が現われてきた。 5月 かし，検査所見の推移から閉塞性黄症が考えられ 
15日綿貫外科に転科時は右季肋部痛，食欲不振，黄 7こ。手術所見は上記の通り肝門部l乙癌腫を思わす所
痘，痘痔感，悪心，出血傾向あり，右肩，右背部等 見があり，肝臓は欝血肝の像であった。試験切除の
に放散痛はない。 5月 16日糞便が粘土様となる。 5 組織には癌組織は認められなかったが，手術所見は
月 26日に開腹した。肝臓は軽度硬化し，胆嚢は萎 胆道癌を否定できない所見であった。術後一時全身
縮し，総胆管から胆嚢管，肝管にかけて鷲卵大の腫 状態は改善したが，胆汁の排出が悪くなり，再び悪
癌があり，周囲との癒着強く， リンパ腺の腫脹も多 化し不幸な転帰をとった症例である。本症例は臨床
数認められ，醇臓全体も弾性硬で，手術不能の為胆 的に右季肋部の泊痛発作が時々あり，黄痘があり，
汁の排世をするゴム管を肝管に挿入し，試験切片を 胆道結石が疑われたが，手術の結果は肝門部を中心
取り，閉じる。術後腰部にも広範に悲痛を訴え，黄 としたかなり進展した癌であった。文献によれば胆
痘は軽快したが，幅吐が激しくなり，胆汁の排世も 石症の広痛部位は 93%までが右季肋部と心宮部に
不能となり， 7月 25日死亡した。 あり，悲痛の放散は 81%までが右肩と右背にある。
家族歴:特記することなし。既往歴: 20才惨出 しかし，胆石発作のあった人が疹痛を訴えなくな
性肋膜炎。 24才腰椎カリエス。 39才十二指腸潰蕩 払黄痘が出現した場合には胆道癌を疑うべきであ 
l乙擢患した。 ると云う。胆石患者の 5.8"，-， 7%t乙胆道癌が認められ
検査成績 るからである。
